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This book is the outcome of an interdisciplinary collaboration born from an 

international research network linking Japanese scholars—whose work was deeply 

shaped by a major disaster—and Finnish researchers engaged in child and family 

welfare and gender equality.  

This challenges at the nexus of welfare, education, and community. 

 

フィンランドと日本――二つの社会が交差するところに生まれる新たなウェルビーイングの可能性を探る。 

 本書は大規模災害の経験を経た日本の研究者と、子ども・家族福祉やジェンダー平等に取り組むフィンラン

ドの研究者が結成した国際的な研究ネットワークから生まれた、学際的専門書である。 

子どもや女性を取り巻く環境が変化する現在、持続可能なコミュニティ形成や社会・文化的変容に向けた

多様なアプローチで、「ウェルビーイングとは何か」「どのようにして人々の力を引き出す社会をつくるのか」という問

いに対し、学術的な深さと実践的な洞察を備えた、未来志向の提案を提示した。福祉・教育・コミュニティの

交差点にある課題を、文化・地域・制度を越えて考えるための新たな視座を提供する一冊。 

※本書は全文英語で構成されています。This book is written entirely in English.  
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